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読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.63

17

22 spotlight

50:",0ೄจΨΠυͷձ
東奔西走／今月のワンショット

縄文文化の魅力を伝える

11 ͓஌Βͤ
防災とうやこ
気象台からのお知らせ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

ジオパーク通信20
イベントカレンダー21

４ ৐ͬͯΈΑ͏ʂ
஍Ҭͷ଍ɹίϛϡχςΟόε

６ ·ͪͷΘ͍ͩ

消防だより18
あぶた福祉会19

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃん

16 ͞Θ΍͔ͩΑΓ
ことばと発達の相談室「ゆかる」が始まります

広報とうやこ　2023 年８月 ̎

　入江・高砂貝塚で７月16、
17日、第13回とうや湖縄文ま
つりが開かれました。
　17日には縄文文化を体感で
きる様々なコーナーが設けら
れ、多くの親子連れが来場。
冒頭には、縄文衣装をまとっ
た子どもたちが火をともす儀
式も執り行われました。

ಎ໸ބொϑΣΞ։࠵ʂ
洞爺湖町とセンチュリーロイヤルホテルが連携し、昨

年に引き続き「洞爺湖町フェア」を開催します。
　「安全品質」の認証産地である洞爺湖町産野菜を使った
特別メニューが楽しめるほか、虻田神社の風物詩「ホタ
テ風鈴」を使った展示も行われます。

皆さん、ぜひ、足を運んでみてはいかがでしょうか。
˙։８　ؒظ࠵月１日（火）～31日（木）
˙։࠵৔ॴ　センチュリーロイヤルホテル
　　　　　　（札幌市中央区北５条西５丁目）　
˙໰߹ͤɹ農業振興課農業振興グループ（☎ 82-5111）

三宅 彩琳ちゃん                 
高典さん・しおりさん

５月１日生　曙

三浦 依千花ちゃん                 
恵斗さん・涼花さん

５月 17 日生　入４区

μ΢ϯϩʔυ͸ͪ͜Β͔Βˠ

いつでもどこでも広報紙を読むことができるスマートフォ
ン・タブレット用無料アプリです。毎月広報紙が発行される
とお知らせが届きます。

μ΢ϯϩʔυ͸ͪ͜Β͔Βˠ

とお知らせが届きます。

ใͱ͏΍͜޿
ٞ ձ ͩ Α Γ
͕εϚʔτϑΥϯ
ͰݟΒΕ·͢ʂ

第��回ಎ໸ۀ࢈·ͭΓ։࠵
ワンポイント手話

pickup news３
洞爺自慢の「食」が集結！

８ γϦʔζֵߦʂ
ொʂބͳ͍ʂͲ͏͢Δʁಎ໸͞࢒୅ʹෛ୲Λੈ࣍

９ ༗चࢁՐࢁ෾Ր૯߹๷܇ࡂ࿅Λ͍ߦ·͢ʂ
10ʮ܅ͷເԠԉϓϩδΣΫτʯѾాߍߴ੒Ռൃදձ
ΦΦζϫΠΨχଈചձେ੝گʂ



広報とうやこ　2023 年８月̏

pickup news

ʮ࿑ಇɾۀ࢈ʯ

毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第56回目は住民課津谷しおりです。
˙໰߹ͤ　健康福祉課福祉・高齢者グルー　　　　　
プ（☎ 74-3001）

ख࿩
ϫϯϙΠϯτ

洞爺自慢の「食」が集結！

洞爺産業まつり開催

άʔʹͨ͠ࠨखΛମͷதԝͰ਌ࢦଆΛ্ʹཱͯͯ͠·͢ɻ
ӈख΋άʔʹͯ͠ࠨखͷ਌ࢦଆΛӈ͔Βࠨʹୟ͍ͯ௓Ͷ্
͛ɺͦͷ··͔ࠨΒӈ΁ୟ͍ͯ௓Ͷ্͛·͢ɻ

ʮ࿑ಇɾۀ࢈ʯʮ࿑ಇɾۀ࢈ʯ

　
　
44
回
洞
爺
産
業
ま
つ
り
が
７

　
　
月
２
日
、
洞
爺
中
央
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
約
５
千
人
が
来
場
。

会
場
は
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

湖
畔
に
設
け
ら
れ
た
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
は
多
く
の
コ
ン

ロ
が
並
び
、
辺
り
に
は
１
３
０
０

食
分
の
「
と
う
や
湖
和
牛
」
や
、

地
元
産
野
菜
が
焼
け
る
香
ば
し
い

匂
い
が
漂
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
視
線
を
釘
付
け
に
し
た
「
ピ

エ
ロ
の
ぐ
っ
ち
」
バ
ル
ー
ン
シ
ョ

ー
や
、
琉
球
太
鼓
の
演
奏
も
人
気

を
集
め
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
最
後
に
行
わ
れ
た
の

は
、
恒
例
の
野
菜
ま
き
。
下
道
町

長
と
、
洞
爺
湖
町
の
姉
妹
都
市
・

箱
根
町
か
ら
視
察
に
訪
れ
た
箱
根

町
議
会
の
山
田
成
宣
議
長
が
、
ボ

ー
ト
か
ら
湖
畔
の
人
だ
か
り
へ
と

野
菜
を
投
げ
込
み
ま
し
た
。

湖
に
浮
か
ぶ
越
冬
ジ
ャ
ガ
イ
モ

や
セ
ロ
リ
、
大
根
な
ど
が
入
っ
た

袋
を
目
掛
け
て
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
が
水
し
ぶ
き
を
上
げ
、
大
盛

況
の
う
ち
に
４
年
ぶ
り
の
産
業
ま

つ
り
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第

洞爺産業まつり開催洞爺産業まつり開催第44回



広報とうやこ　2023 年 8 月 ̐

乗ってみよう！
地域の足 コミュニティバス

　　ۙɺӡసにෆ҆Λ͡ײΔΑ͏にͳ͖ͬͯͨɺंに
　　୅ΘΔʮ଍ʯ͕ ΄͠いʜɻҠಈに·ͭΘΔ೰Έごͱ
͸গͳく͋Γ·ͤΜɻ
　ͦ͜Ͱɺ町ͱަ௨ڞ͕ऀۀࣄಉͰैདྷのެަڞ௨ػ
ؔΛར༻͠にくい஍ҬͳͲΛର৅にʮίϛϡχςΟό

εʯΛ૸Βͤͯい·͢ɻ௿料ۚͰѾాɺಎ但の֤஍۠
Λ८ճ͓ͯ͠Γɺܰؾに৐ंͰ͖·͢ɻ
　ͦΜͳʮίϛόεʯのັྗͱ৐ΓํΛ·ͱΊ·ͨ͠ɻ
௨ۈ・௨ֶ΍ങい෺ɺ௨ӃͳͲ町಺Ҡಈのࡍにͥͻご
ར༻くださいɻ

࠷

ӡߦ日 ӡߦ時間 ӡߦศ਺ ྉ　金

Ѿాίϛόε 月曜～土曜 7:50～16：40 １日７便  一　般　160円
 小学生　  80円
 乳幼児　   無料
 70歳以上（高齢者証提示）　100円
 障がい者およびその介助者　80円

ಎ໸ίϛόε
月、火、金曜
（月曜のみ
祝日運休）

9：20～14：40
月曜４便
火曜６便
金曜８便

「はつらつ協議体企画コミュニティバスに乗ってみよう」より

ฉ͍ͯΈ·ͨ͠ʂ৐ंͨ͠ਓͷ੠

ʮॳΊͯ৐͚ͬͨͲՈͷۙ͘Λ௨ΔͷͰ·ͨ৐Γ͍ͨͰ͢ʯ
ʮ͜Ε͔ら͸௨Ӄ΍༑ͩͪͷՈʹ͘ߦ時ʹͯͬ࢖Έ͍ͨʯ
ʮ͜Εͳらࣗ෼ͻͱΓͰ৐Εͦ͏Ͱ͢Ͷʯ

ͳͲίϛόεにͭいͯ޷ҙతͳײ૝͕ฉ͔Ε·ͨ͠ʂ

˙໰߹ͤ  اը๷ࡂ՝اըௐ੔άϧʔϓʢὸ7������ʣ

のۭന஍ҬΛղফ͠ɺࣗ༝৐߱஍ҬΛؔػ௨ަڞެ　
औΓೖΕͨ町ຽ͕ར༻͠΍͢い৽ͨͳʮ஍Ҭの଍ʯΛͭ
くΔͨΊɺ20�4೥�0月͔ΒӡߦΛ։࢝͠·ͨ͠ɻ
　ಉ༷の໨తͰɺҰ෦஍ҬͰ͸ίϛϡχςΟλΫγʔ
Λӡͯ͠ߦいΔ΄͔ɺ��೥̐月͔Β͸ങい෺にෆศ
ͳ஍ҬΛର৅ͱ͠ ʮͨങい෺ࢧԉόεʯ΋૸Βͤͯい·
͢ɻ　

コミュニティバスとは？

コミュニティバスの運行データ

虻田地区コミュニティバス



広報とうやこ　2020 年４月�� 広報とうやこ　2023 年 8 月̑

ॅຽҙ׵ަݟձͷ͓஌Βͤ

໾৔
洞爺駅

֋௩ؗ

道の駅

;Δཬのٰ

੨༿町

ೖߐ

町࠭ߴ

΢τΡϥϊ

道の駅

川東財田

大原

成香

洞爺町

とうや
水の駅

旭浦

香川

岩屋

総合支所

Ѿాίϛόε
ϧʔτ஍ਤ

　όεఀ͕無い৔ॴ
Ͱ΋खΛ͛ڍΔͳͲ
のҙࢥදࣔΛ͢Δ͜
ͱͰ৐߱Ͱ͖·͢
（փ৭の۠間のΈɻͨ
だ҆͠શͳ৔ॴにݶ
Δ）
ʲྉ金ͷࢧ෷͍ʳ
ɺಓೆόεのόεۚݱ
Χʔυ

日時ɿ̔月�0日（ਫ）��時ʙ
৔ॴɿಎ但૯合ηϯλʔ
　ΑΓ࢖い΍͢くɺޮ཰తにӡ͢ߦΔͨΊɺಎ但஍۠ί
ϛϡχςΟόεͳͲのӡํߦ๏のมߋΛ༧ఆͯ͠い·͢ɻ
　ಎ但஍۠にͯઆ໌ͱҙ׵ަݟΛߦい·͢のͰͥͻごࢀ
Ճくださいɻ

ಎ但ίϛόε
ϧʔτ஍ਤ
　όεఀ͕無い৔ॴ
Ͱ΋खΛ্͛ΔͳͲ
のҙࢥදࣔͰ৐߱Ͱ
͖· （͢શ۠間ɻͨだ
҆͠શͳ৔ॴにݶΔ）
ʲӡߦ日ʳ
ۚ・୆ઢ　Րߴ 曜
஍ઢ　月ɺՐɺۚ֗ࢢ 曜
（月曜のΈॕ日ӡٳ）
԰઒౦ઢ　月ɺۚؠ 曜
（月曜のΈॕ日ӡٳ）
લࣄ԰઒౦ઢ͸ؠ˞
にར༻ऀొ࿥ͱ༧໿
͕ඞཁ

ʲྉ金ͷࢧ෷͍ʳ
のΈۚݱ

時ࠁදɺӡߦϧʔτ͸町ϗʔϜϖʔδͰ
֬ೝͰ͖·͢ɻೋݩ࣍όʔίʔυΛಡΈ
औͬͯくださいɻ
ʲ໰߹ͤઌʳ
Ѿాίϛόε
՝（☎�4-�004）ࡂը๷ا　
ಎ但ίϛόε
　ॸ຿՝（☎82-5���）

ʲίϛόεͷ໰߹ͤʳ

出典：地理院地図

出典：地理院地図



　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の「
あ
ん
ず　
　

　
　

の
会
」が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
約
30
㌔
㌘
を
洞
爺
湖
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

あ
ん
ず
の
会
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
の
ほ
か
清
掃
な
ど

の
社
会
貢
献
を
続
け
て
い
ま
す
。
今

回
寄
付
し
た
キ
ャ
ッ
プ
は
、
日
ご
ろ

の
活
動
や
知
人
か
ら
の
協
力
を
得
て

１
年
以
上
か
け
て
集
め
ま
し
た
。

七
戸
好
江
会
長
は「
少
し
で
も

困
っ
て
い
る
人
の
役
に
立
て
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

のわだい
まち

広報とうやこ　2023 年８月 ̒

　
　
田
中
学
校（
鈴
木
恭
朗
校
長
）

　
　

の
生
徒
会
が
、
洞
爺
湖
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
約
30
㌔
㌘
を
寄
付
し
ま
し

た
。校

内
に
回
収
用
の
箱
を
設
置
し
、

生
徒
会
の
呼
び
か
け
で
約
１
年
半
を

か
け
て
集
め
ま
し
た
。

生
徒
会
長
の
杉
村
愛
莉
さ
ん
（
３

年
）
は
「
誰
か
に
助
け
て
も
ら
っ
た

分
、
困
っ
て
い
る
人
に
恩
返
し
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 虻

虻

ボ

「困っている人のために」�
あんずの会がボトルキャップ寄付

６
１

より良い社会のために�
少年の主張大会開催

６
５

中学生が慈善活動
虻田中がボトルキャップ寄付

　
　
田
高
校
（
千
葉
佳
貴
校
長
）
の

　
　
１
年
生
20
人
が
洞
爺
湖
温
泉
に

あ
る
足
湯
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
の

活
性
化
や
地
域
貢
献
の
た
め
例
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
洞
龍
の
湯
、
薬
師
の
湯

の
２
班
に
分
か
れ
、
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ

や
た
わ
し
で
浴
槽
を
磨
き
ま
し
た
。

座
席
や
て
す
り
を
雑
巾
で
拭
い
た
り

し
て
汚
れ
を
落
と
し
、
洞
爺
湖
温
泉

を
訪
れ
る
観
光
客
の
た
め
に
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

洞爺湖温泉の観光客のために汗�
虻田高が清掃ボランティア

６
６

　
　
常
生
活
や
社
会
に
対
し
て
感
じ

　
　
た
疑
問
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

ス
ピ
ー
チ
を
発
表
す
る「
少
年
の
主

張
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内

の
中
学
生
６
人
が
参
加
。
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
傳
陽
菜
乃
さ
ん（
洞

爺
中
）は
、
ク
ラ
ス
内
で
け
ん
か
が

あ
っ
て
も
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
な

か
っ
た
経
験
か
ら「
自
分
の
思
い
を

伝
え
ら
れ
る
信
頼
に
満
ち
た
世
界
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

個
性
や
親
子
愛
に
つ
い
て
の
発
表

も
あ
り
、
参
加
し
た
生
徒
は
堂
々
と

自
分
の
考
え
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

日

清掃に励む生徒 熱のこもったスピーチを披露する傳さん

ペットボトルキャップを寄付した虻田中生徒会ペットボトルキャップを寄付したあんずの会

５
29



広報とうやこ　2023 年８月̓

町内で行われたイベントや活動を紹介します

ヤナギの木の皮をむいている子ども

パソコン越しに町について語り合ったファンミーティング

　
　
内
の
若
手
農
業
者
が
野
菜
の
移

　
　

動
販
売
を
行
う
「
え
ん
プ
ロ

市
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
野
菜
の
魅
力
を
広
め
よ
う
と

行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
あ
ぶ
た

ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。
ト
ラ
ッ
ク
に
は
採
れ
た
て
の
イ

チ
ゴ
や
越
冬
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
マ
ト
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
が
並
び
、
あ
い
に

く
の
雨
に
も
関
わ
ら
ず
、
訪
れ
た
町

民
で
会
場
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
８
～
10
月
に
も
同
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
虻
田
郷
土
資
料
館
で
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

町

洞爺湖町の魅力を語り合う
洞爺湖町ファンミーティング13

６

洞爺地区で買い物支援と見守り活動を推進
町とセブンイレブンが協定締結７

６

　
　
田
中
学
校
・
洞
爺
中
学
校
合
同

　
　
の
避
難
所
開
設
体
験
学
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
約
40
人
が
参
加

し
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
避
難
所
運
営

を
疑
似
体
験
す
る「
Ｄ
ｏ
は
ぐ
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

生
徒
は
、町
の
防
災
担
当
が「
ペ
ッ

ト
連
れ
の
人
が
避
難
」、「
物
資
が
届

い
た
」な
ど
の
カ
ー
ド
を
読
み
上
げ

る
と
、
避
難
所
で
の
対
応
を
相
談
し

ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み

立
て
や
洞
爺
湖
有
珠
山
火
山
マ
イ
ス

タ
ー
の
講
話
も
あ
り
、
火
山
防
災
の

幅
広
い
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
た
。

虻

Ｄｏはぐで避難所運営を学ぶ生徒

火山防災に理解深める
虻田中・洞爺中合同防災教室

６
６

採れたて野菜を販売
えんプロ市開催

　
　
と
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
洞
爺
湖
温

　
　

泉
店
（
山
戸
準
也
オ
ー
ナ
ー
）

が
買
い
物
支
援
・
地
域
見
守
り
活
動

に
係
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
に
よ
り
、
移
動
販
売
車

が
週
３
回
洞
爺
地
区
を
訪
れ
、
食
料

品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
移
動
販
売

車
で
の
買
い
物
支
援
中
に
見
回
り

を
行
い
、
地
域
に
異
変
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

山
戸
オ
ー
ナ
ー
は
「
少
し
で
も
豊

か
な
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま

し
た
。

町

全
　
　
国
か
ら
洞
爺
湖
町
を
応
援
す
る

　
　
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
が
、
町
の

魅
力
を
語
り
合
う
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
、
札
幌
の
ふ
る
さ
と
応
援
団

員
と
、
町
の
担
当
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
交
流
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
い
ず

れ
も
町
内
出
身
で
、
湖
や
温
泉
な
ど

故
郷
の
魅
力
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
団
員
限
定
グ
ッ
ズ
制
作
に
あ

た
り
、
帽
子
や
文
房
具
な
ど
「
普
段

か
ら
気
軽
に
身
に
着
け
ら
れ
る
も
の

が
ほ
し
い
」
と
ア
イ
デ
ィ
ア
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

新鮮な野菜を移動販売したえんプロ市

協定を結んだ山戸オーナー（左）と下道町長（右）

６
９



Vol.３　行政組織も人出不足なの？

˙໰߹ͤ　企画防災課行財政改革推進グループ（☎ 74-3004）

次世代に負担を残さない！

どうする？洞爺湖町！
シリーズ
行革！

ɾ૿΍ͤͳ͍৬һ਺
　職員数は、町村合併以降財政状況の悪化で採用を抑制し
たため、大幅に減少しています。今の町の規模、財政状況
では、職員数を増やすことはできません。

■次号に続く
ࡒ町のބ͸ಎ但߸࣍
੓のಛ௃にͭい͓ͯ
஌Βͤ͠·͢

　経済活動が再開する半面、建設業や医療・福祉、宿泊業、
運送業などで特に人出が足りないと耳にする機会が多く
なっています。

■役場体制の現状と課題は？

シリーズ３回目のテーマは職員数と業務量です！

　人出不足は民間事業者だけでなく、洞爺湖町の行政でも
課題となっています。行政の人手不足について考えてみま
す。

ɾٕज़৬һͳͲͷෆ଍
　資格が必要な職種では専門知識を学ぶ学生の減少、都市
部への希望などにより、人材の確保が難しくなっています。
　また、委託している業務も民間企業の高齢化や人手不足
で請けてもらえない、会計年度任用職員も業種によっては
必要人数を確保できないことがたびたびあります。後継の
人材がいないと、業務の継続に支障が出てしまいます。

ɾਓࡐͷҭ੒
　働くことへの意識も変わる中、経験や知識を受け継ぎ、
緊急事態が発生した際でも業務を継続できる体制としてい
かなければなりません。

■人口が減っていくのに仕事は減らないの？
ͳ͍ΜͰ͍ͯͬ͢ݮ͸ࣄ࢓ͷΑ͏ͳཧ༝Ͱ࣍
・道路や水道、公共施設などの維持管理の業務量は減っていかない
・福祉や災害対応などのニーズが高く、行政のきめ細やかな対応が求められる
・国や北海道が行っていた仕事が市町村に降りてきた
・時代の変化、洞爺湖町の特性などにより新しい仕事が増えている

同じように続けていると、新
しい仕事が増えるため業務量
が多くなっています

■必要な行政サービスを続けていくために
町民のニーズに応え、生活に必要な行政サービスを

持続していくために、必要な人材の確保、育成に取り
組んでいます。
　その他にも必要なサービスに十分な人員を充ててい
くには、業務効率化の向上や実施方法・業務配分の見直
し、担うべき業務の取捨選択なども必要です。
ਓ֬ࡐอ͚ͩͰͳ͘ɺۀ຿ͷ͋Γํ΍ମ੍ͷݟ௚͠

ͳͲ΋ซͤͯ͜͏ߦͱ͕ॏཁͰ͢ɻ

৬һ਺ͷਪҠɹ˞ಎ໸�5ߍߴਓΛআ͘
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146 人

183 人

147人
19 人

37人

128人

36人
減少
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11人
8人
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12人

৬һ೥ྸߏ੒
ʢྩ࿨5೥�݄�೔ࡏݱʣ
数年をかけて計画的採用で
年齢構成の偏りを改善中

限られる職員数
まちの財政事情

住民ニーズ
サービス水準

人口減少
業務負担
持続性

౗Εͳ͍Α͏ʹόϥϯεͱମ͕װॏཁ
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有珠山火山噴火総合有珠山火山噴火総合
　　　　　　防災訓練を行います！　　　　　　防災訓練を行います！

■■問合せ　企画防災課危機管理室（☎76-3004）問合せ　企画防災課危機管理室（☎76-3004）

避難訓練 実施時間　9：００～
避難指示訓練

避難指示(防災行政無線放送・ワイラジオ・緊急速
報メール・車両広報)の発令を受け、各自治会ごとに
定められた「一時集合場所」、「指定避難所」に避難開始。
　今回の避難訓練につきましては、避難対象地区内の
自治会より、あらかじめ10人程度の参加者を選出し
てもらい、事前登録された人のみで訓練を実施します
のでご了承ください。

【避難訓練対象地域】
虻田４区、虻田５区の一部、虻田６区の一部、虻田

７区、虻田８区、かっこう台の一部、入江１区、入江
３区、入江４区、泉区、温泉地区全区
　※対象外地域においても防災行政無線放送、サイ
レン吹鳴、緊急速報メール、ワイラジオの緊急割込
み放送が行われます。

地域ミーティング・炊き出し訓練
会場：洞爺湖文化センター

【地域ミーティング】
実施時間　11：00～12：30

「災害時には自らの身は自ら守る」ことが防災の基本です
が、災害時に発生する様々な問題点や疑問について、ＮＨＫ
の協力により地域住民と行政および関係機関をつなぐ場を
設け、みんなで話し合い、理解を深めるための取組みです。

【炊き出し訓練】
実施時間　12：30～13：30

自衛隊および日本赤十字奉仕団の協力によりカレーライ
スの配給を行います。

【車両展示もあります！】
実施時間　11：00～13：30

自衛隊・警察・消防の協力により車両などを展示します。

　※炊き出し訓練、車両展示は誰でも参加・見学で
きますのでぜひお越しください。
（地域ミーティングは見学のみ）

日時　９月２日(土)
　　　 9：00～13：30

避難所受付訓練 (令和３年度有珠山火山噴火総合防災訓練 )避難所受付訓練 (令和３年度有珠山火山噴火総合防災訓練 ) 段ボールベッド組み立て体験段ボールベッド組み立て体験
(令和３年度有珠山火山噴火総合防災訓練 )(令和３年度有珠山火山噴火総合防災訓練 )



「君の夢応援プロジェクト」
虻田高校成果発表会

　　内唯一の高校・虻田高校の生徒が夢に向かって
　　進む後押しをしようと、町教育委員会が行ってい
る「君の夢応援プロジェクト」の成果発表会が、同校で
行われました。
　発表したのは、３年生の大西萌映さん。プロジェク
トを利用して実現した韓国留学について語りました。

　大西さんは、憧れのアイドルグループを通じて韓国
文化に興味を持ち、独学で韓国語の基礎を習得。３泊
４日の短期留学に参加しました。滞在中は文法やリス
ニング、スラングについて学習。その後、実践研修で
再び訪韓し、現地の人々と言葉を交わしました。「聞
き取ることはできてもうまく単語が出てこないことが
ありました」と振り返り、帰国後は韓国語のさらなる
レベルアップに励みました。

今夏の洞爺湖マラソンでは、同校が出店した露店で
韓国人観光客を韓国語で案内することができ「町に貢
献することができてうれしかったです」と笑顔。「勉
強を継続し、語学力を自分の物にしたいです」と意気
込んでいました。

オオズワイガニ即売会　大盛況！
　　内で記録的な豊漁となっているオオズワイガニ。
　　町内の漁港でも大量に水揚げされ、いぶり噴火
湾漁業協同組合青年部が開いた即売会は大賑わいで
した。
　同漁協本所で行われた７月３日の即売会では、１
匹 200円で販売。13時の開会前から長蛇の列ができ、
１回の購入は50匹までと制限が掛けられたにも関わ

らず、用意された2,500匹がおよそ30分で売り切れ
ました。
　好評を受け、８日には２千匹を用意した２回目の
即売会を実施。こちらも大盛況で、多くの人たちが
オオズワイガニがぎっしりと詰まったクーラーボッ
クスを持ち帰りました。

ொ

ಓ

韓国留学の成果を語る大西さん

大盛況だったオオズワイガニの即売会 大量に水揚げされたオオズワイガニ

広報とうやこ　2023 年８月 ̍̌
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暮
ら
し お知らせ

information

厚
生
年
金
の
加
入
者
が
退
職

（
失
業
）し
た
場
合
、
役
場
の
年
金

担
当
窓
口
で
加
入
の
手
続
き
を
行

い
、
月
額
１
６
,
５
2
０
円（
令

和
５
年
度
の
金
額
）の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
人
に
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

特
例
免
除
制
度
は
、
退
職（
失

業
）し
た
年
度
お
よ
び
翌
年
度
に

限
り
利
用
で
き
ま
す
。
免
除
さ
れ

る
た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主
が
所
得
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
特
例
免
除
で
は
、
審
査
の
対

象
と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を

除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

特
例
免
除
を
申
請
す
る
際
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
の
公

的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
添
付

し
、
役
場
住
民
課
、
洞
爺
総
合
支

所
庶
務
課
・
洞
爺
湖
温
泉
支
所
の

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
）（
☎
0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）
／
住
民
課

住
民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎

74

－
3
0
0
2
）

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
成
年

年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
て
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
令
和
４
年
度
に
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
契
約
当
事

者
が
18
歳
ま
た
は
19
歳
の
相
談
件

数
は
９
,
９
０
７
件
で
し
た
。

18
歳
、
19
歳
の
相
談
の
特
徴
と

し
て
、
脱
毛
エ
ス
テ
な
ど
美
容
に

関
す
る
こ
と
、
内
職
・
副
業
な
ど

お
金
に
関
す
る
相
談
が
令
和
３
年

度
に
比
べ
て
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

未
成
年
者
が
親
権
者
な
ど
の
同

意
を
得
ず
に
契
約
し
た
場
合
、
民

法
で
定
め
ら
れ
た
未
成
年
者
取
消

権
を
行
使
し
て
契
約
を
取
り
消
せ

ま
す
が
、
成
年
に
な
っ
て
結
ん
だ

契
約
で
は
行
使
で
き
ま
せ
ん
。

学
生
や
就
職
な
ど
地
元
を
離
れ

て
過
ご
す
子
ど
も
も
多
い
た
め
、

家
族
の
声
か
け
で
契
約
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

出
典
:
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ
（
☎
74

－

３
０
０
５
）

18
・19
歳
の
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
の
状
況

国
民
年
金
か
ら

退
職　
　
　
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
の
お
知
ら
せ

（
失
業
）

建
退
共
制
度
の
お
知
ら
せ

建
退
共
制
度
は
、
中
小
の
建
設

業
者
な
ど
の
た
め
の
退
職
金
制
度

で
す
。

掛
金
助
成
の
ほ
か
、
税
法
上
の

優
遇
措
置
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
建
設
業
の
事
業
主
や
雇
用
者

は
加
入
を
検
討
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構（
☎
03

－

６
７
３
１

－

２
８
６
７
）

35
～
74
歳
の
被
保
険
者
を
対
象

に
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
健
診
の

費
用
が
7
,
1
6
9
円
か
ら
５
,

２
８
２
円
と
な
り
、
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
健
康
な
体
づ
く

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の

お
知
ら
せ

協
会
け
ん
ぽ
か
ら

り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

協
会
け
ん
ぽ
北
海

道
支
部（
☎
０
１
１

－

７
２
６

－
０
３
５
２
）

暴
力
団
排
除
活
動
の
推
進

伊
達
警
察
署
か
ら

警
察
は
、
暴
力
団
の
壊
滅
に
向

け
て
強
力
な
取
り
締
ま
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
道
民
の
皆
さ
ん
も

「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
」、「
暴

力
団
を
恐
れ
な
い
」、「
暴
力
団
に

金
を
出
さ
せ
な
い
」、「
暴
力
団
と

交
際
し
な
い
」
を
合
言
葉
に
暴
力

団
の
違
法
・
不
当
な
活
動
や
犯
罪

被
害
に
関
す
る
こ
と
は
、
ど
ん
な

些
細
な
こ
と
で
も
早
期
に
警
察
に
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行

政

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

10
月
１
日
着
工
の
工
事
か
ら
、

石
綿
含
有
に
関
す
る
調
査
は「
建

築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
」な

ど
が
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

石
綿
障
害
予
防
規
則
に
よ
り
、

工
事
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
工
事

対
象
と
な
る
全
て
の
範
囲
で
石
綿

が
含
ま
れ
て
い
る
か
事
前
に
調
査

公共工事の契約状況

工事名 請負業者 契約金額 工　期 工事場所 工事概要

あぶた母と子の館改
修工事 リフォーム成田㈱ 28,270,000円 ６月１日～

８月31日 虻田地区 体育館屋根・床改修、管理棟屋根
塗装

洞爺湖町役場本庁舎
屋上防水改修工事 高清水建設㈱ 45,100,000円 ５月30日～

 9月29日 虻田地区 役場本庁舎屋上の防水改修

入江46号線道路改修
工事 ㈱重建能登組 14,520,000円 ６月28日～

12月８日 虻田地区 道路舗装の修繕

入江地区配水管布設
替工事３工区 ㈱重建能登組 20,460,000円 ６月28日～

10月16日 虻田地区 水道本管の耐震管への交換

入江地区配水管布設
替工事４工区 ホッコー建設運輸㈱ 37,730,000円 ６月28日～

12月８日 虻田地区 水道本管の耐震管への交換

洞爺湖温泉大通り線
道路改修工事 北島建設㈱ 33,550,000円 ７月12日～

11月30日 温泉地区 道路舗装、排水設備、縁石の修繕

町では契約金額が１千万円以上の公共工事の契約状況について、次のとおり公表しています。
˙໰߹ͤ　総務課管財・情報グループ（☎ 74-3000）

相
談
・
通
報
す
る
強
い
意
志
と
勇

気
を
持
っ
て
、
社
会
か
ら
暴
力
団

を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

伊
達
警
察
署（
☎
22
－

０
１
１
０
）

総
務
省
統
計
局
は
、
10
月
１
日

現
在
で「
令
和
５
年
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る

最
も
重
要
な
調
査
で
、
全
国
約

３
４
０
万
世
帯
を
対
象
と
し
た
大

規
模
な
調
査
で
す
。

調
査
は
１
９
４
８
年
以
来
５
年

ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
第
16
回

目
を
迎
え
る
今
回
の
調
査
で
は
、

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
我
が

国
に
お
け
る
高
齢
者
の
住
ま
い
や

空
き
家
対
策
の
重
要
性
が
年
々
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
空

き
家
の
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
住
生
活
基
本

計
画
や
耐
震
や
防
災
を
中
心
と
し

た
都
市
計
画
づ
く
り
な
ど
、
私
た

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

ち
の
暮
ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る

計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て

幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に

は
、
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調

査
書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
ほ
か
、
紙

の
調
査
票
を
郵
送
ま
た
は
調
査
員

に
提
出
す
る
方
法
に
よ
り
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、
便
利

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

企
画
防
災
課
広

報
統
計
グ
ル
ー
プ
（
☎
74

－

３
０
０
４
）

総
務
省
か
ら

そろばん教室
生徒
募集そろばん教そろばん教そろばん教そろばん教そろばん教無料

体験
学習で

きます

■授業日 月・木曜日（週２日）
■時　間　午後（都合の良い時間にご受講ください）
■月　謝　4,000円
■入会金　無料
ふじわら珠算教室

栄町60－8）
☎ 080-5596－ 4252
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みなさん「自助・共助・公助」という言葉を聞いたこと
があるでしょうか？
　自助とは、自分自身や家族の命と財産を守るために、
自分や家族で防災対策に取り組むことです。自分の身
は自分で守るとの考えのもと、日常的な災害に対する
備えや災害時の対応を行っていくことです。
　共助とは、災害時にまず自分自身や家族の安全を確
保した後に、近所や地域の人々と助け合うということ
です。また、災害時に円滑に助け合うことができるよ
うに普段から地域での助け合いについて考えておくこ

とです。
　公助とは、役場、警察、消防、自衛隊などによる救
助活動や支援物資の提供などの公的支援のことを言い
ます。
　災害の発生を未然に防ぐことはできませんが、自助・
共助・公助がしっかりと機能すれば、被害を減らすこと
が可能です。日ごろから自分がやるべきこと、できる
ことを考え、家族や地域の人々と一緒になって防災・減
災の取組みについて理解を深めていきましょう !

10
月
14
日（
土
）※
①
②
は
試
験
期

日
中
の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
０
１
４
３

－

44

－

９
５
３
３
）

北
海
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

町
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
資
格
要
件
に
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
導
入
し
、
全

道
統
一
試
験
を
行
い
ま
す
。

す
で
に
登
録
し
て
い
る
人
は
受

験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日

時

10
月
17
日（
火
）～
20

日（
金
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場

所

苫
小
牧
市
ほ
か

■
受
験
料

７
千
円

■
受
付
期
間

８
月
17
日（
木
）

～
28
日（
月
）８
時
45
分
～
17
時
30

分
※
12
時
～
13
時
と
土
日
は
除
く

■
問
合
せ・
申
し
込
み

上
下
水

道
課
管
理
・
営
業
グ
ル
ー
プ（
☎

74

－

３
０
０
８
）

自
衛
官
募
集

募

集

■
募
集
種
目

①
一
般
曹
候
補
生

②
自
衛
官
候
補
生
③
航
空
学
生
④

防
衛
大
学
校（
一
般
）⑤
防
衛
医
科

大
学
校（
医
科
）⑥
防
衛
医
科
大
学

校（
看
護
学
科
）

■
資

格

①
②
18
歳
以
上
33
歳

未
満
③
海
上
自
衛
隊
18
歳
以
上
23

歳
未
満
、
航
空
自
衛
隊
18
歳
以
上

21
歳
未
満
④
⑤
⑥
18
歳
以
上
21
歳

未
満

■
受
付
期
間

①
②
９
月
５
日（
火
）

ま
で
③
9
月
７
日（
木
）ま
で
④
10
月

18
日（
水
）ま
で
⑤
10
月
11
日（
水
）ま

で
⑥
10
月
４
日（
水
︶ま
で

■
試
験
期
日

①
９
月
15
日（
金
）

～
24
日（
日
）②
９
月
22
日（
金
）～

28
日（
木
）③
９
月
18
日（
月
）④
10

月
28
日（
土
）⑤
10
月
21
日（
土
）⑥

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

北
海
道
労
働
局
労
働

基
準
部（
☎
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１
）

　８月26日（土）９時から伊達市で津波を想定した
防災訓練が開催され、当日は訓練の一環で、携帯電
話への緊急速報メールの配信を実施します。これに
伴い、伊達市に居住している人のほか伊達市境界付

近でも電波を受信して携帯電話が鳴動することがあり
ますが、実際の災害ではありませんのでご注意くださ
い。
　ご理解とご協力をよろしくお願いします。

～お知らせ～

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

意
識
障
害
、
呼
吸
停
止
な
ど
た

だ
ち
に
手
当
て
が
必
要
な
場
合
に



広報とうやこ　2023 年８月 ��

お知らせ

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

■
内

容

Ｏ
Ａ
事
務
科
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
基
礎

■
日

時

10
月
10
日（
火
）～
25

日（
水
）18
時
～
19
時
40
分

■
定

員

15
人

■
受
付
期
間

８
月
24
日（
木
）

～
９
月
21
日（
木
）

■
問
合
せ・
申
し
込
み

室
蘭
高

等
技
術
専
門
学
院（
☎
０
１
４
３

－

44

－

７
８
２
０
）

■
定

員

先
着
20
人

■
申
し
込
み

日
本
赤
十
字
社
伊

達
市
地
区
事
務
局（
伊
達
市
役
所

社
会
福
祉
課
内
）に
申
込
書
を
提

出
。
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
。
８

月
18
日（
金
）締
切
。

■
問
合
せ

日
本
赤
十
字
社
伊
達

市
地
区
事
務
局（
☎
０
１
４
２

－

82

－

３
１
９
３
）

役
立
つ
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
講
習

を
行
い
ま
す
。

■
内

容

救
急
法
基
礎
講
習

（
赤
十
字
救
急
法
、
一
次
救
命
処

置
な
ど
）

■
日

時

９
月
９
日（
土
）13
時

～
16
時
30
分

■
場

所

伊
達
市
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー

■
受
験
料

１
,
５
０
０
円

■
対

象

15
歳
以
上

令
和
５
年
度
第
２
回
北
海
道

警
察
官
採
用
試
験
受
付
中

伊
達
警
察
署
か
ら

■
募
集
期
間

８
月
18
日（
金
）ま

で■
採
用
予
定
人
数

・
男
性
Ａ
区
分
約
35
人
、
Ｂ
区
分

約
１
１
５
人

・
女
性
Ａ
区
分
約
15
人
、
Ｂ
区
分

約
35
人

●
受
験
資
格

︻
学
歴
︼

・
Ａ
区
分

学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
な
ど
を
卒
業

・
Ｂ
区
分

Ａ
区
分
以
外
の
人

︻
年
齢
︼
平
成
３
年
４
月
２
日
～

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

詳
細
は
道
警
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

伊
達
警
察
署（
☎
22

－

０
１
１
０
）

େ཮ͱେ༸に͸さ·Εͨ日ຊに͸ɺقઅのมΘΓ
໨にകӍલઢ΍ळӍલઢ͕ఀ଺͠ɺ͠͹͠͹େӍΛ
߱Βͤ·͢ɻ·ͨɺ͜Ε͔Β�0月に͔͚ͯ日ຊに઀
・্ۙ ཮͢Δ୆෩͕ଟくͳΓɺେӍɺߑਫɺ๫෩ɺߴ
ைͳͲΛ΋ͨΒ͠·͢ɻຖ೥のΑ͏にɺ୆෩΍લઢ
にΑΔେӍにΑͬͯɺ่֑Ε΍౔ੴྲྀɺ઒の൙ཞͳ
Ͳ͕ൃੜ͠ɺਓʑのੜ໋͕͔ڴさΕΔΑ͏ͳࣗવࡂ

日ຊ֤஍Ͱൃੜͯ͠い·͢ɻ͕֐
ܰ・ࢭΛ๷֐ࡂ৅ؾ৅୆Ͱ͸ɺ͜のΑ͏ͳؾ　 Δ͢ݮ
ͨΊにܯใ・஫ҙใ΍ؾ৅৘ใͳͲΛൃද͠ɺܯռ΍
஫ҙΛݺͼ͔͚ͯい· （͢දࢀর）ɻ·ͨɺܯใ΍஫
ҙใにઌཱ ʮͪૣظ஫ҙใʯ΍୆෩にؔ͢Δ৘ใΛൃ
දͯ͠い·͢ɻςϨϏ΍ϥδΦɺؾ৅ி΢ΣϒαΠ
τのʮ๷ࡂ৘ใʯϖʔδ（ೋݩ࣍όʔίʔυࢀর）ɺࢢ
町ଜϗʔϜϖʔδͳͲͰ࠷৽の৘ใΛೖख͢ΔΑ͏
৺͕͚·͠ΐ͏ɻ
　·ͨɺؾ৅୆Ͱ͸஍ਤ্のͲ͜Ͱݥة౓͕ߴ·ͬ
ͯいΔ͔͕ϦΞϧλΠϜͰ৭෼͚さΕΔʮΩΩΫϧ
（େӍ・ߑਫܯใのݥة౓෼෍）ʯΛఏͯ͠ڙい·͢ɻ
ใ΍஫ҙใ͕ൃදさΕͨ৔合に͸ɺ͜ΕΒの৘ܯ　
ใΛ༗ޮ׆༻͠ ʮͯࣗΒの໋͸ࣗΒ͕कΔʯͱのҙࣝ
Λͪ࣋ɺૣΊૣΊの๷ߦࡂಈΛऔΔ͜ͱ΋ॏཁͰ͢ɻ

େӍ΍୆෩͔Β਎ΛकΔͨΊʹ

৅୆͔Βͷؾ
͓஌Βͤ

˙໰߹ͤɹ室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）

ʙૣΊૣΊͷ๷ߦࡂಈʙ

気象庁ウェブサイト
「防災情報」ページ

０
１
１
０
）
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相

談

相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署
に

行
政
に
関
わ
る
く
ら
し
の

無
料
相
談
会
開
催

無
料
法
律
相
談
会
開
催

金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日

時

①
８
月
17
日（
木
）②

９
月
７
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時

■
場

所

①
洞
爺
湖
町
役
場
②

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
ア
イ
ヌ
の
相

談
員
に
よ
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を

開
設
し
、
い
や
が
ら
せ
や
差
別
な

ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故山田憲也さん
■７月７日死去■82歳■遺族は節子さん■青２区

故金子正幸さん
■６月29日死去■70歳■遺族は祐子さん■虻８区

故渡部凉子さん
■６月27日死去■79歳■遺族は直行さん■虻６区

故林隆光さん
■６月17日死去■89歳■遺族は和子さん■成香

故佐藤賢子さん
■６月22日死去■80歳■遺族は由美さん■清水

故桑原耕治さん
■６月22日死去■91歳■遺族はヨシ子さん■温８区

故南繁美さん
■６月25日死去■89歳■遺族は愛子さん■虻６区

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担

当

①
菊
地
俊
邦
弁
護
士

（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）②

池
田
翔
一
弁
護
士（
池
田
翔
一
法

律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無

料
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日

時

９
月
８
日（
金
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

■
場

所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対

象

お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内

容

就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ

む
ろ
ら
ん
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
3

－

50

－

6
1
8
6
）

寄

付

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

＜

寄
付
物
品＞

▽
山
田
睦
美
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
高
杉
武
男
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
下
妻
末
乃
さ
ん
（
温
３
区
）

▽
正
源
な
み
子
さ
ん
（
虻
８
区
）

森
々
と
ジ
ュ
ラ
紀
さ
な
が
ら
夏
の
庭

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風

真
夜
に
見
る
氷
菓
片
手
の
ホ
ラ
ー
映
画　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

川
上
智
恵

納
戸
開
け
心
地
良
き
風
竹
簾

　
　
　

亀
倉
千
鶴
子

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
並
び
風
鈴
聞
き
澄
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

矢
野
知
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会

７
月
定
例
会

６月20日から７月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
の
予
約
は

不
要
で
す
。

■
日

時

８
月
19
日（
土
）、
９

月
16
日（
土
）９
時
30
分
～
12
時

■
場

所

ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
82

－

7
0
2
3

故小林巖さん
■７月９日死去■75歳■遺族は幸さん■泉区

担
当
河
合
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０－

７
７
１－

２
０
８

■
時

間

９
時
～
17
時（
月
～

金
曜
日
）※
祝
日
、年
末
年
始
除
く

片
陰
に
小
さ
な
椅
子
の
思
い
や
り

　
　
　
　

千
葉
征
子

湾
の
虹
か
も
め
も
渡
る
橋
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
勇

▽
佐
藤
仁
美
さ
ん
（
虻
５
区
）

▽
矢
野
孝
典
さ
ん
（
虻
７
区
）

▽
坂
井
千
枝
さ
ん

▽
ア
ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ

▽
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

▽
ケ
ア
ホ
ー
ム
う
ら
ら

▽
か
っ
こ
う
ク
ラ
ブ



໰߹ͤ　健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

さわやかだ
より

��広報とうやこ　2023 年８月

こどもの「心」と「ことば」をつなげたい
人と人がつながる「かかわり」を、共に楽しむ時間を重ねていきたい

こどもと、こどもに関わる大人の生活を応援したい
このような想いで相談をお受けする場所です

セラピーとは
　どのようなことをするの？

ことばと発達の相談室
が始まります「ゆかる」

　お子さんの発達が気になる、発音がはっきりとしない、落ち着きがないなどお困りのこと
はありませんか？
　洞爺湖町では、小学生までのお子さんを対象に言語聴覚士による、ことばや人との関わり
をとおして発達を促す個別相談の場として、ことばと発達の相談室「ゆかる」を開設しました。

「ゆかる」は
　どのようなことをするの？

対象のこども（0歳～小学生まで） こんな時は
　お気軽にご相談ください

　保護者の方が気がかりに思っていること、
お子さんのおうちでの様子などを聞かせて
いただきます。また、お子さんと遊び、発
達の様子をみさせていただきます。そのう
えで、今、どのようなことができるのかを
共に考えていきます。
　ご希望に応じて、継続して「ことばとか
かわりのセラピー」も受けていただけます。

　お子さんひとりひとりに寄り添い、共に
遊び、楽しみ、気持ちを分かち合いながら、
お子さんの持っている発達する力の後押し
をします。
＜未就学のお子さんのセラピー＞
　「ことば」も「かかわり」も遊びの中に成
長する種がたくさん隠れています。今、そ
の子にとっての必要な種を保護者の方と共
に見つけ、育みます。
＜就学後のお子さんのセラピー＞
　日常生活において、難しいと感じている
ことについての解決策を、お子さんと一緒
に考えます。また、それぞれのこどもと発
達に合わせて「丁寧に育みたいこと」を取
り入れたプログラムを作成し、共に取り組
みます。

＜未就学児＞保護者の方と一緒にセラピー
に入っていただきます。
＜就学児＞初回、保護者の方と一緒にお越
しください。継続してセラピーを受けてい
ただく場合、通常はお子さんのみの来所で
かまいません。

・お子さんの発達に心配がある
・言葉が少ない
・発音がはっきりしない
・落ち着きがない
・感情のコントロールが苦手
・お友達とうまく関われない
・言葉が詰まる、繰り返す
　　　　　　　　　　　　　　　　など

「ゆかる」は
　どのようなことをするの？

　保護者の方が気がかりに思っていること、

セラピーとは
　どのようなことをするの？

　お子さんひとりひとりに寄り添い、共に

対象のこども（0歳～小学生まで）
＜未就学児＞

こんな時は
　お気軽にご相談ください

・お子さんの発達に心配がある



͋ͿͨಡॻͷՈ� ʢὸ 7������ʣ
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
Έͣ͏ΈಡॻͷՈʢὸ7������ʪ͋ͿͨಡॻͷՈʫʣ

［時間］10 時～ 17 時　　　　［休館日］木曜日、祝日
ಎ໸૯߹ηϯλʔਤॻࣨʢὸ ���5���ʣ

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
から家読 の

新
刊
案
内

;͘͸ͳʹ͔ΒͰ͖ͯΔͷʁ
ͤΜ͍ͷ͸ͳ͠
佐藤哲也
ヒツジの毛、カイコの糸、綿花のワタ
…。昔から人々は、身近で手に入る原
料から「せんい」を取り出し、服を仕立
ててきました。やがて石油や木材パル
プからもせんいを作ることに成功し、
たくさんの服を作れるように…。暮ら
しを支える資源に目を向けるきっかけ
になる一冊。（あぶた読書の家所蔵）

ֆຊͷۄखശɹ�݄ͷ͓͸ͳ͠ձ
˙ ೔ɹ ～８月28日（月）10時　࣌
11時30分
˙৔ɹॴ　あぶた母と子の館
ΩοζλΠϜɹӳࣨڭޠ
※事前予約が必要
˙ ೔ɹ ～ɹ８月26日（土）10時࣌
11時30分
˙৔ɹॴ　あぶた母と子の館
˙໰߹ͤ　佐藤（☎76-2487）

今月の
リポーター
西村遥奈さん

　
　
じ
め
ま
し
て
。
今
年
の
５

　
　
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
し
て
着
任
し
た
、
西
村

遥
奈
と
申
し
ま
す
。
出
身
は
岩

見
沢
で
、
学
生
時
代
は
札
幌
で

も
の
づ
く
り
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
美
術
、
も
の

づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事
を
し
ま

し
た
。

洞
爺
湖
町
に
来
た
き
っ
か
け

は
、
洞
爺
湖
町
に
も
の
づ
く
り

や
個
人
店
を
経
営
す
る
事
業
者

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

を
、
札
幌
の
家
族
や
友
人
、
個

人
事
業
主
の
方
か
ら
聞
き
ま
し

た
。
自
分
も
も
の
づ
く
り
に
関

わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
母
親
の
出
身
地
が

室
蘭
で
、
洞
爺
湖
町
に
は
母
も

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

の
業
務
は
、
洞
爺
湖
町
役
場
の

ふ
る
さ
と
納
税
グ
ル
ー
プ
の
事

務
の
お
仕
事
や
、
広
告
の
制
作

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今

は
洞
爺
湖
町
の
人
々
か
ら

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
事
業
者
さ
ん
の
お
店
を
訪

ね
た
り
、
洞
爺
湖
町
の
こ
と
を

少
し
ず
つ
教
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
洞
爺
湖
町

の
歴
史
や
文
化
、
自
然
の
こ
と

に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
洞
爺
湖
町

の
色
々
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
お
仕
事
や
自
分
に
で
き

る
こ
と
で
お
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

は

今月の
１冊

広報とうやこ　2023 年８月�7

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

〈
一

般
〉
▽
な
ん
と
か
し
な
く

ち
ゃ
。
青
雲
編
（
恩
田
陸
）
▽
栞

と
嘘
の
季
節
（
米
澤
穂
信
）
▽
ひ

と
り
旅
日
和

福
招
き
！
（
秋
川

滝
美
）
▽
鎌
倉
残
影
（
朝
井
ま
か

て
）
▽
貸
本
屋
お
せ
ん
（
高
瀨
乃

一
）
▽
首
ざ
む
ら
い
（
由
原
か
の

ん
）
▽
汝
、
星
の
ご
と
く
（
凪
良

ゆ
う
）
▽
宙
ご
は
ん
（
町
田
そ
の

こ
）
▽
川
の
ほ
と
り
に
立
つ
者
は

（
寺
地
は
る
な
）
▽
ラ
ブ
カ
は
静

か
に
弓
を
持
つ
（
安
壇
美
緒
）
▽

月
の
立
つ
林
で
（
青
山
美
智
子
）

〈
児
童
書
〉
▽
日
本
の
ス
ゴ
イ
い

き
も
の
図
鑑
（
加
藤
英
明
）
▽
ノ

ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

う
み
の
た

び
（
工
藤
ノ
リ
コ
）
▽
か
く
れ
ん

ぼ
ハ
ウ
ス
へ
よ
う
こ
そ
（
ぬ
ま
の

う
ま
き
）
▽
ゆ
き
お
ん
な
（
い
も

と
よ
う
こ
）
▽
お
ば
け
の
ア
ッ
チ

チ
と
キ
が
い
な
い
！（
角
野
栄
子
）

▽
す
い
ど
う
（
百
木
一
朗
）
▽
た

び
す
る
プ
リ
ン
セ
ス
と
す
て
き
な

お
た
ん
じ
ょ
う
び
パ
ー
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）
▽

１
０
０
円
た
ん
け
ん
（
中
川
ひ
ろ

た
か
）
▽
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
の
か
え

り
み
ち
（
か
さ
い
ま
り
）
▽
み
ん

な
の
い
ち
ね
ん
（
た
け
う
ち
ち
ひ

ろ
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

〈
一

般
〉
▽
こ
の
夏
の
星
を
見

る（
辻
村
深
月
）▽
そ
れ
は
誠（
乗

代
雄
介
）
▽
鈍
色
幻
視
行
（
恩
田

陸
）
▽
花
ざ
か
り
を
待
た
ず
（
乾

ル
カ
）
▽
か
ら
だ
整
え
お
に
ぎ
り

と
み
そ
汁
（
藤
井
恵
）

〈
児
童
書
〉
▽
に
ら
め
っ
こ
し
ま

し
ょ
む
っ
し
っ
し

よ
く
み
か
け

る
む
し
た
ち
（
よ
こ
た
い
く
こ

（
文
）
よ
こ
た
き
ょ
う
ご
（
絵
））

▽
あ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
！
（
ラ

ル
フ
・
ブ
チ
ュ
コ
ウ
）
▽
み
ん
な

の
お
ね
が
い
（
す
と
う
あ
さ
え
）

▽
お
ば
け
の
か
わ
を
む
い
た
ら

（
た
な
か
ひ
か
る
）
▽
す
い
ど
う

（
百
木
一
朗
）

vol.63



洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』
　
　
い
日
が
多
く
、
熱
中
症
に
な

　
　
り
や
す
い
時
期
で
す
。水
分・

塩
分
補
給
や
適
度
な
休
憩
を
し
て

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
高
温
多
湿
な
室
内
で
は
エ
ア
コ

ン
を
使
用
す
る

○
車
内
温
度
が
上
昇
し
や
す
い
た

め
、
高
齢
者
・
子
ど
も
を
車
内
に

残
さ
な
い

○
子
ど
も
の
体
温
変
化
に
注
意

○
体
温
上
昇
・
め
ま
い
・
吐
き
気

な
ど
の
症
状
が
出
た
ら
、
涼
し
い

場
所
へ
移
動
し
水
分
補
給
を
す
る

○
意
識
が
な
い
、
自
分
で
水
分
が

摂
れ
な
い
な
ど
の
場
合
、
た
め
ら

わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ぶ

統
一
標
語

『
火
を
消
し
て

不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
』

上
級
救
命
講
習
の

　
　
　
　
一
般
募
集
案
内

当
組
合
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時

に
よ
り
高
度
な
応
急
手
当
を
行
え

る
よ
う
、
普
通
救
命
講
習
よ
り
一

洞
爺
湖
町
内
で
火
災
が
発
生
し

た
場
合
、
消
防
職
員
・
団
員
を
招

集
す
る
た
め
に
町
内
の
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
し
て
い
ま
す
。
い
ち
早
く

火
災
発
生
を
知
ら
せ
、
消
防
活
動

を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

洞
爺
湖
支
署
庶
務
係

（
☎
76

－

2
1
1
9
）

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

歩
踏
み
込
ん
だ
内
容
の
上
級
救
命

講
習
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
資
格

な
ど
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日

時

9
月
9
日
（
土
）
9

時
～
18
時

■
会

場

伊
達
市
消
防
・
防
災

セ
ン
タ
ー
3
階
教
育
ホ
ー
ル
（
伊

達
市
松
ヶ
枝
町
13
番
地
1
）

■
受
講
料

無
料

■
終
了
証

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
す

べ
て
受
講
し
た
方
に
交
付
（
筆
記・

実
技
試
験
あ
り
）

■
定

員

15
名

■
申
込
先

伊
達
消
防
署
警
防
課

■
申
込
期
間

8
月
15
日
（
火
）

～
31
日
（
木
）
※
定
員
に
な
り
次

第
締
切
、
団
体
で
の
申
込
及
び
受

講
者
の
入
替
不
可

■
そ
の
他

筆
記
用
具
持
参
、
動

き
や
す
い
服
装

■
申
込
み
・
問
合
せ

伊
達
消
防

署
救
急
係
（
☎
23

－

5
1
1
9
）

夏
型
の
火
災
に

　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

〜
ロ
ウ
ソ
ク
と
線
香
〜

○
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
は
不
安
定
な
も

の
を
使
用
し
な
い

○
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
つ
け
た
ま

ま
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

○
ロ
ウ
ソ
ク
や
線
香
の
近
く
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

○
火
が
衣
服
に
つ
か
な
い
よ
う
に

注
意
す
る

〜
お
家
花
火
〜

○
花
火
の
注
意
書
き
な
ど
を
よ
く

読
ん
で
か
ら
遊
ぶ

○
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な

い
、
広
く
て
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ

○
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
水
バ
ケ

ツ
に
入
れ
て
確
実
に
消
火
す
る

○
点
火
後
に
火
の
つ
か
な
い
花
火

は
覗
い
た
り
せ
ず
に
消
火
す
る

○
風
の
強
い
日
は
花
火
を
せ
ず
、

子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な
い

〜
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
〜

○
着
火
剤
の
継
足
し
や
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
の
投
入
は
し
な
い

○
火
の
粉
が
飛
ん
で
も
安
全
な
場

所
で
行
う

○
使
用
済
み
の
木
炭
は
消
火
用
の

暑
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熱
中
症
に
注
意
！

普
通
救
命
講
習
会
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
、
け
が
の
手
当
な
ど
、
初
め
て

の
方
で
も
わ
か
り
や
す
い
講
習
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
日

時

９
月
９
日
（
土
）
13

時
～
16
時
（
3
時
間
）

■
会

場

西
胆
振
行
政
事
務
組

合
伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支
署
会
議

室
（
洞
爺
湖
町
栄
町
58
番
地
）

■
修
了
証

講
習
修
了
者
に
交
付

■
定

員

10
名

■
募
集
期
間

8
月
1
日（
火
）～

定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
受
講
料

無
料

■
申
込
み・問
合
せ

洞
爺
湖

支
署
警
防
救
急
係
（
☎
76

－

２
１
１
９
）

炭
壺
に
入
れ
る
か
、
水
に
浸
す

８
月
は
火
を
使
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
十
分

注
意
し
、
火
災
の
な
い
楽
し
い
夏

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

１
１
９
番
通
報

F
A
X
を
利
用
し
た
文
字
に
よ

る
1
1
9
番
通
報
、
携
帯
電
話

な
ど
の
W
E
B（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
機
能
を
通
し
た
画
面
操
作
に

よ
る
1
1
9
番
通
報
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

西
胆
振

行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
（
☎
21

－

5
0
0
3
）

署
救
急
係
（
☎
23

）

当
組
合
で
は
、
音
声
通
話

が
困
難
な
方
が
自
宅
に
あ
る



75
第

回

い
ち
ば
ん
ぼ
し
野
外
焼
肉

　
　
月
13
日
の
午
後
に
友
愛
の

　
　

里
敷
地
内
に
て
野
外
焼
肉

を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
時
々
小
雨
が
降
る
あ
い

に
く
の
天
候
に
な
り
ま
し
た
が
、

み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
行

事
で
も
あ
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
と
し

て
換
気
を
行
い
な
が
ら
実
施
し
ま

し
た
。

外
で
テ
ン
ト
を
張
り
、
焼
き
そ

ば
、焼
き
鳥
、骨
付
き
ウ
ィ
ン
ナ
ー

を
炭
火
で
焼
い
て
、
み
ん
な
で
食

べ
ま
し
た
。
特
に
焼
き
そ
ば
が
人

気
で
、
お
か
わ
り
を
し
て
い
る
人

も
多
く
い
ま
し
た
。

食
後
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
た

り
、
外
に
出
て
ボ
ー
ル
遊
び
や

シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ん
だ
り
な
ど
、

み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
た
い

こ
と
を
し
て
時
間
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぶ
人

が
多
く
、
人
気
で
し
た
。

食
事
の
あ
と
は
、
い
ち
ば
ん
ぼ

し
ビ
ン
ゴ
大
会
で
す
。
景
品
は
抱

き
枕
、
ラ
ン
ド
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、

財
布
、
靴
下
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
タ
オ

ル
ケ
ッ
ト
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
景

品
が
並
べ
ら
れ
る
と
、
欲
し
い
も

の
を
決
め
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
。
ビ
ン
ゴ
を
始
め
て
間
も
な
く

「
リ
ー
チ
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
が
「
ビ
ン
ゴ
」
と
い
う
声

は
上
が
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、

一
人
「
ビ
ン
ゴ
」
と
い
う
と
次
々

に
「
ビ
ン
ゴ
」
と
い
う
人
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
中
に
は
「
リ
ー
チ

が
3
列
あ
る
の
に
」
と
悔
し
が
っ

て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

広報とうやこ　2023 年８月��

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

７

景
品
が
当
た
る
と
周
り
の
人
に

見
せ
た
り
、
互
い
に
見
せ
合
っ
て

い
ま
し
た
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
当
た
っ

た
人
の
中
に
は
「
さ
っ
そ
く
明
日

着
て
作
業
に
行
こ
う
」
と
言
う
人

も
い
ま
し
た
。ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
、

毎
回
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
景
品
を
手
に

し
た
時
の
笑
顔
が
と
て
も
楽
し
そ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
後
に
ス
イ
カ

割
り
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

時
間
が
な
く
、
翌
日
の
休
憩
時
間

に
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も
残
念
で

は
あ
り
ま
す
が
、
次
回
の
楽
し
み

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
外
で
の
食
事
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
回
は
外
で

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
の
た

め
、
行
事
を
我
慢
し
て
き
ま
し
た

が
、
よ
う
や
く
こ
れ
か
ら
予
定
し

て
い
る
、
果
物
狩
り
や
外
食
と
い

う
行
事
も
行
え
る
状
況
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。我
慢
を
し
て
き
た
分
、

多
少
の
ス
ト
レ
ス
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
作
業
だ
け
で
な

く
、
色
々
な
行
事
を
行
い
、
気
分

転
換
を
図
り
な
が
ら
仕
事
に
集
中

し
て
い
け
る
よ
う
色
々
な
行
事
を

令
和
5
年
6
月
21
日
、
定
時
評

議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了

に
伴
う
理
事
及
び
監
事
を
選
任
し

ま
し
た
。
ま
た
同
日
、
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
理
事
長
及
び
常
務
理

事
（
業
務
執
行
理
事
）
の
選
定
を

行
い
ま
し
た
。

■
理
事
長

夏
目
與
市（
再
任
）

■
理

事

村
上
僚
男（
再
任
）

加
賀
谷
真
由
美（
再
任
）

葛
西
和
彦（
再
任
）

皆
見
亨（
新
任
）

■
常
務
理
事

上
埜
二
郎（
再
任
）清
水
友
愛
の

里
、
さ
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゆ

う
あ
い
施
設
長

■
監

事

高
橋
昭
夫（
再
任
）

八
木
橋
隆（
再
任
）

任
期
は
、
令
和
5
年
6
月
21
日

開
催
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の

時
か
ら
令
和
7
年
定
時
評
議
員
会

の
終
結
の
時
ま
で
で
す
。

考
え
な
が
ら
実
施
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
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令和 5 年 7 月 24・25 日、北海道博物館（札幌市）にお
いて、北海道のジオパーク 6 地域と、ジオパークを目指す
1地域が集まり『北海道ジオパークまつり 2023』が開催され
ました。
　各地のジオパークの特徴を理科実験や創作活動を通して
子どもたちに伝え、ジオパークに興味を持ってもらうため
のイベントです。アポイ岳ジオパークの「万華鏡作り」、三
笠ジオパークの「化石レプリカストラップ作り」など、それ
ぞれ工夫された体験ブースが並びました。

ʮ๺ւಓδΦύʔΫ·ͭΓ����ʯ
ʹग़ల͠·ͨ͠ʂ

　洞爺湖有珠山ジオパークのブースでは「火山の
砂から宝石を探そう！」と題し、大昔の火山噴出
物の中に含まれる石英の粒を探す体験をしても
らいました。
　完全予約制でしたが、洞爺湖有珠山ジオパー
クのブースだけでも 80名の子どもたちが参加
し、火山の仕組みや石英のでき方を学んだ後、
それぞれ砂の中から石英の粒を探しました。
　中には、黄色い粒を見つけたり、角閃石（かく
せんせき）という鉱物を発見した参加者もいて、
顕微鏡のコーナーからは歓声が上がっていまし
た。

顕微鏡を初めて使う
参加者も！

砂の中から
石英探し！

ੴӳʢ͖͍ͤ͑ʣͬ ͯͳʹʁ
　石英は、マグマが冷えたときにできる鉱物の一種。とても硬
くて割れにくいのが特徴です。大きな結晶を水晶といいます。
水晶の大きなものは宝石としても扱われますし、大きくないも
のもガラスの材料や電化製品の材料として使われる、身近な鉱
物です。
　できて間もない結晶は無色透明の物が多く、数千年、数万年
たつと、灰色から黒色に近い色へと変化します。わずかな成分
の違いで、白、桃色、黄色っぽい色になることもあります。
　地球の長い歴史の中では、洞爺湖有珠山ジオパークの火山活
動は新しいほうで、石英もほとんどが無色透明、角や面がはっ
きり観察できる粒でした。
　身近な土や砂でも、よく観察すると面白いものが見つかるか
もしれません。夏休みの自由研究にもおすすめです。

顕微鏡で見た石英の粒
提供：北翔大学横山光教授

北
翔
大
学
の
学
生
さ
ん
が

火
山
の
仕
組
み
を
説
明



6 月 22 日（木）
～ 9 月 13 日（水）

ϏΤϯφʔϨίϨΫγϣϯలᶘ

8 月 17 日（木）

ແྉ๏཯૬ஊձ

͛Μ͖Ϋϥϒ
13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

ίάχͷू͍
13：30 ～ 14：30
洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

೴ͷ݈ࣨڭ߁
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

18 日（金）
อҭॴ։์

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

19 日（土） ੓ʹؔΘΔ͘Β͠ͷແྉ૬ஊձߦ

20 日（日）

๺ւಓτϥΠΞεϩϯ
洞爺湖・羊蹄山麓周辺

਌ࢠ;Ε͍͋༡ͼ
10：00 ～ 11：30
子育て支援センター（☎ 76-2008）

21 日（月）
ʮͻ͡Γࡏ୐ΫϦχοΫʯ݈ࣨڭ߁

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4383）

23 日（水）

อҭॴ։์
10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

͛Μ͖Ϋϥϒ
13：30 ～ 15：00
ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

24 日（木）
೴ͷ݈ࣨڭ߁

9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

25 日（金）

อҭॴ։์
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

ೕ݈ࣇ਍
12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

26 日（土） ਫลͷੜ͖΋ͷ୳͠

27 日（日） ֶָ͘͠΅͏ʂ๷ࡂɾֶࡂݮश

28 日（月）
ϑοૉృ෍

13：00 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

30 日（水）
อҭॴ։์

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

31 日（木）
೴ͷ݈ࣨڭ߁

9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

9 月 1 日（金）
อҭॴ։์

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

2 日（土） ༗चࢁՐࢁ෾Ր૯߹๷܇ࡂ࿅

4 日（月）
ϑοૉృ෍

13：00 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

5 日（火）
ҭͯηϛφʔࢠ

10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

6 日（水）
อҭॴ։์

10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

時間 場所࣌ ॴ ৄ 詳細ΠϕϯτΧϨϯμʔͷํݟ

イベントカレンダー

ピックアップイベント

洞爺湖芸術館からのお知らせ
˙։ؗؒ࣌ɹ９時30分～17時（受付は16時30分まで）
ϏΤϯφʔϨίϨΫγϣϯలᶘ
˙೔ɹఔ　6月22日（木）～9月13日（水）
݄໷ͷܳज़ؗίϯαʔτ
˙೔ɹ࣌ɹ9月18日（月・祝）※予約受付は8月16日（水）より
˙։ɹԋɹ①昼の部13時30 分～開演（開場13時～）
　　　　　②夜の部17 時～開演（開場16時30分～）
˙ԋɹ૗　加藤亮子と仲間たち
˙ఆɹһɹ①、②各30人※事前申込（当日受付不可）、コン
サート開催中は予約者のみ入館できます
Ճඅ　無料（町外の人は入館有料です）ࢀ˙
˙໰߹ͤ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）
　　　　　WEB　http://www.geijutukan.net/

7 日（木）

೴ͷ݈ࣨڭ߁
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

ίάχͷू͍
13：30 ～ 14：30
洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

ແྉ๏཯૬ஊձ

8 日（金）

ಎ໸஍݈۠߁૬ஊ
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

อҭॴ։์
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

9 日（土）
～ 10 日（日）

第 ��回๺ւಓπʔσʔϚʔν
洞爺湖温泉湖畔遊歩道広場（主会場）

9 日（土） ੺ेٸٹࣈ๏ߨૅجश

11 日（月）
ʮͻ͡Γࡏ୐ΫϦχοΫʯ݈ࣨڭ߁

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

12 日（火）
೴τϨαϩϯ

10：00 ～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

13 日（水）

อҭॴ։์
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

͛Μ͖Ϋϥϒ
13：30 ～ 15：00
ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

ピックアップイベントৄ

࣌
ॴ
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楽しく学ぼう！防災・減災学習
˙೔ɹ８　࣌月27日（日）9時30分～11時30分
˙৔ɹॴ　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館１階レク
チャールーム
˙ରɹ৅　全年齢
˙ఆɹһ　最大30名まで
Ճඅ　無料　※ご予約・当日参加可能ࢀ˙
෺　なしͪ࣋˙
˙໰߹ͤ　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館
　　　　　（☎0142-75-2555）

ॴ

࣌
ॴ

࣌
ॴ
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ピックアップイベントৄ
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ｐ 13ৄ

p 15ৄ

ｐ 15ৄ

ピックアップイベントৄ

水辺の生きもの探し
˙೔ɹ࣌ɹ8月26日（土）9：30～11：30
˙৔ɹॴɹ洞爺財田自然体験ハウス
˙ରɹ৅　小学生以上（未就学児は保護者同伴）
˙ఆɹһɹ10人まで（お申込順）
Ճྉɹお一人様　300円ࢀ˙
෺ɹ汚れても良い服装、着替え、帽子、長靴、タオル、飲ͪ࣋˙
み物、虫よけスプレーなど
˙໰߹ͤ　洞爺湖財田自然体験ハウス（☎82-5999）

ｐ 15ৄ
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年
８
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広
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や
こ

　
　
年
３
月
、
入
江
・
高
砂
貝
塚

　
　
で
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
た
メ

ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
新
た
な
団

体
が
発
足
し
ま
し
た
。
名
称
は

「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｏ
縄
文
ガ
イ
ド
の

会
」。
入
江
・
高
砂
貝
塚
は
、
世

界
遺
産
の
構
成
資
産
に
登
録
さ
れ

て
か
ら
見
学
者
が
急
増
。
虻
田
の

地
で
育
ま
れ
て
き
た
縄
文
文
化
の

東奔西走
　　回の縄文まつりは快晴でしたが、案内を担当した弓矢体験は
　　日光を遮る物が全くない状況。何とか日差しに耐えていまし
たが、弓矢に夢中の子どもは暑さなどお構いなし。縄文時代の子
どもも同じように暑さを忘れて的を狙ったのでしょうか。（D.Y）
　　さが厳しくなってきました。地元は洞爺湖町より涼しい場所
　　だったので、これから耐えられるか心配です。子どもたちも
夏休みに入り、イベントへの参加や外出なども増えてくると思い
ます。体調管理に気をつけて元気に乗り切りましょう。（Y.A）

魅
力
を
語
り
継
ご
う
と
、
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

入
江
・
高
砂
貝
塚
を
含
む「
北

海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
は

２
０
２
１
年
７
月
。
１
万
年
以
上

も
の
永
き
に
渡
り
、
狩
猟・採
集・

漁
労
を
基
盤
と
し
た
定
住
社
会
が

継
続
し
た
と
い
う
世
界
的
に
も
稀

な
事
実
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

登
録
を
契
機
に
構
成
資
産
を
抱

え
る
地
域
で
は
見
学
者
が
増
加
。

入
江
・
高
砂
貝
塚
も
２
０
２
２
年

度
は
観
光
客
や
修
学
旅
行
の
小
中

学
生
な
ど
８
千
人
以
上
が
訪
れ
、

こ
れ
ま
で
で
２
番
目
と
な
り
ま
し

た
。こ

う
し
た
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
を
組
織
化
し

た
団
体
設
立
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
会
員
は
洞
爺
湖
町
の
ほ

か
豊
浦
町
、
岩
内
町
な
ど
か
ら
12

人
が
所
属
。
貝
塚
内
の
案
内
の
ほ

か
ガ
イ
ド
の
育
成
、
縄
文
文
化
の

研
修
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
設

立
総
会
で
は
、
入
江
・
高
砂
貝
塚

の
価
値
を
広
め
、
世
界
遺
産
登
録

に
も
尽
力
し
た
「
ア
プ
タ
・
フ
レ

ナ
イ
の
会
」
会
長
、
神
馬
久
夫
さ

ん
が
T
O
Y
A
K
O
縄
文
ガ
イ

ド
の
会
の
会
長
も
兼
務
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

貝
塚
内
で
７
月
16
、
17
日
に
開

か
れ
た
「
第
13
回
と
う
や
湖
縄
文

ま
つ
り
」
で
は
、
ガ
イ
ド
の
会
も

運
営
に
協
力
。
ま
い
ぎ
り
式
の
火

起
こ
し
や
弓
矢
、
勾
玉
作
り
な
ど

縄
文
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
に
は
多
く
の
親
子
連
れ

が
参
加
し
、
厳
し
い
暑
さ
に
も
関

わ
ら
ず
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
つ
り
の
冒
頭
で
は
、

縄
文
時
代
の
衣
装
を
着
た
子
ど
も

た
ち
が
た
い
ま
つ
を
持
っ
て
登

場
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
火
と

共
に
様
々
な
文
化
を
作
り
上
げ
た

縄
文
人
の
精
神
性
を
表
現
し
ま
し

た
。今

回
の
ま
つ
り
は
５
月
か
ら
準

備
を
は
じ
め
、
協
賛
に
関
し
て
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
民
間
団
体
か
ら

の
協
力
が
得
ら
れ
た
と
い
い
ま

す
。神

馬
会
長
は
「
入
江
・
高
砂
貝

塚
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
来

年
も
皆
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き

た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

今

今
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Spotlight

縄文文化の魅力を伝える

TOYAKO
縄文ガイドの会

profi le
令和５年３月26日設立。現
在は会員12人。入江・高砂
貝塚館を拠点に活動中。

縄文の精神伝える
語り部に




